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択的に漁獲されている可能性が示唆された。各漁法で漁獲

された遡上/人工の全長および背びれ長/背びれ基底長

(DFL/BDFL)を比較した（第4表）。その結果、10月の大和の

やなで漁獲される人工のみが、遡上よりも有意に大型であっ

た(Mann–Whitney U test, p < 0.05)。DFL/BDFL には有意差

は認められなかった。 

 

第 4 表 漁法/調査日ごとの全長および背びれ長の背びれ

基底長比(DFL/BDFL)  

 

大和、八幡、美並の 3 か所のやな管理者の漁獲記録の結

果、8 月 1 日～10 月 31 日で、3 か所合計で 8,544kg の漁獲

が報告された。やなの総漁獲量と長良川の水位の変動（郡

上市稲荷、水文水質データベースより各日の最高水位）を第

1 図に示した。9 月後半以降は、増水により漁獲量が上昇す

ることが示された。やなの漁獲調査で得られた平均体重

（75.2g）から、推定されるやな 3 か所の漁獲尾数は 113,617

尾であった。 

第 1 図 郡上市内に設置されたやな 3 か所の日別総漁獲量

及び郡上市稲荷における日最高水位 

 

郡上漁協の集荷場に持ち込まれた、友釣りで漁獲された

アユについて、集出荷記録よりその漁獲量および平均体重

を推定した。郡上漁協では、100g 以上のアユを“特”、80～

100g 以上を“大”、60～80g を“中”、40～60g を“小”、それ以

下を “ビリ”と格付けし、買い取り価格をサイズごとに変動さ

せている。友釣りの解禁日である 6 月 2 日から、集荷の終了

する 9 月 30 日までのうち、洪水等により持ち込みのなかった

日、および休日等により集荷がなかった 16 日間を除く、105

日間の記録を調査した。この期間内に延べ、4,153 回のアユ

の持ち込みがあった。最大は解禁日の 121 人/日であり、最

小は 1 人/日で、平均 39.4 人/日であった。各日の平均持ち

込み尾数を第 2 図 A に示した。平均持ち込み尾数の最大は

解禁日の24.8 尾/人であり、最小は8.5尾/人であった。期間

を通しての持ち込み数/人は、ほぼ横ばいであり、平均 15.6

尾/人であった。各日の平均持ち込み尾数は 614 尾/日、期

間を通しての総持ち込み数は 64,506 尾であった。持ち込ま

れたアユの平均体重の変化を第 2 図 B に示した。期間を通

して持ち込まれたアユの平均体重は 55.2g、最大は 9 月 30

日の 77.3g、最小は解禁 1 週間後の 34.6g であった。平均体

重は右肩上がりに上昇していくことが判明した。解禁から6月

中下旬までは、“ビリ”と称される 40g 以下のアユが多いもの

の、それ以降から 8 月上旬までは、40～60g の“小”サイズが

メインとなり、それ以降は 60～80g の“中”サイズへと移行して

いくことが判明した。 

 

（担当 大原健一） 
 

第 2 図 A: 郡上漁協で集荷したアユ尾数/人の変動、B: 

郡上漁協に集荷されたアユの平均体重の変動 
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漁法 調査日 天然遡上 vs 人工産 天然遡上 vs 人工産

大和-八幡/8月 191.5 191.3 1.96 1.95

美並/9月 195.6 198.3 1.78 1.88

大和/9月 203.7 219.6 1.81 1.93

八幡/9月 183.6 169.4 1.77 1.53

大和/10月 194.3 * 208.3 1.80 1.80

八幡/10月 200.2 202.8 1.79 1.80

美並/10月 208.8 206.7 1.78 1.83

*（p  < 0.05）

全長(mm) DFL/BDFL

友釣り

やな

― 6 ―



― 7 ―



― 8 ―



― 9 ―



― 10 ―



― 11 ―



― 12 ―



― 13 ―



― 14 ―



― 15 ―



― 16 ―



― 17 ―



― 18 ―



― 19 ―



― 20 ―



― 21 ―



― 22 ―



― 23 ―



― 24 ―



― 25 ―



― 26 ―



― 27 ―



― 28 ―



― 29 ―



― 30 ―



― 31 ―



― 32 ―



― 33 ―



― 34 ―



５ 指導実績等 

 ( 1)指導・相談の件数 

数件総 容内導指
     内    訳 

国外研修生指導 
現地での指導 来所での指導 

養殖業者への巡回による養殖技術指導・水産用医薬品

適正使用指導・魚病診断、漁業協同組合の管内漁場に

おける放流技術指導など 

202 109 93 － 

 － 156 導指殖養カジカ

 － 134 導指殖養ズマナ

一般県民等からの魚類検索や魚類の生息状況などの相

談対応 
20 15 5 － 

希少水生生物や生態系保全に関する指導や教育活動 10 6 4 － 

 － 401831242 計       総

 

( 2)依頼検査 

放流アユ・河川へい死アユ等の冷水病やエドワジエラ・イクタルリ感染症の検査: 34 件 

コイヘルペスウイルスの一次診断検査: 3 件 カワアイサの胃内容物の同定:1 件 放射性セシウムのモニタリング対応: 5 件 

 

( 3)研究員の外部研修派遣実績 

 間期修研 関機施実修研 名修研 名氏
   

下村雄志 刈払機取扱作業者安全衛生教育 林業・木材製造業労働災害防止

協会岐阜県支部 

1 日間 

5/14 

ロＲＩＡ社会式株（ルークスＣＲＤ 習講ンーロドＣＲＤ 子綾中田

ボ） 

３日間 

6/14～6/16 

式株ーナトーパトンメジネマCEN 得習の術技発開ンョシーケリプア 志雄村下

会社 

2 日間 

8/2、8/7 

 間日1 学大洋海京東 ーナミセ会強勉殖養上陸 子綾中田

8/22 

下村雄志 養殖衛生管理技術者養成研修本科実習コース （公社）日本水産資源保護協会 9 日間 

8/26～9/5 

下村雄志 サケ科魚類における遺伝資源保存技術講習会 基礎生物学研究所（大学連携バ

イオアッププロジェクト） 

1 日間 

10/10 

 所究研産水林農県媛愛 得習の術技産生魚ツールフ 子綾中田

水産研究センター 

1 日間 

11/14 

下村雄志 養殖衛生管理技術者養成研修本科専門コース （公社）日本水産資源保護協会 7 日間 

11/26～12/4 

田中綾子 

下村雄志 

生殖幹細胞移植技術の習得（応用編） 東京海洋大学大泉ステーション 3 日間 

1/14～1/16 

辻 寛人 リアルタイムＰＣＲを用いたＢＫＤの検査手法の習得 北海道大学水産学部 3 日間 

1/14～1/16 

森美津雄 マリン・エコラベル・ジャパン審査員研修 日本水産資源保護協会 3 日間 

1/27～1/29 

 間日43べ延  ）名21べ延（ 修研11計
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( 4)当該年度に作成した普及カード 

 者成作 ルトイタ

 人寛 辻 い違の度鮮のユアるよに法方蔵貯と方め締

円筒形ふ化器（ハッチングジャー）を用いたカジカ卵の管理方法 下村雄志 

渓流魚の持続的利用に関する教材・プログラム「魚つりのはなし」 岸 大弼 

イタセンパラの産卵盛期と産卵するイシガイのサイズ選好性 苅谷哲治 

  件4計

 

( 5)当研究所が開発した技術等に関する講習等実績 

 数者席出 者象対 催主 称名等会習講 日催開 場所 

7 月 30 日 アユ増殖担当者現地研修

会（アユの生息密度の推定

方法） 

岐阜県漁業協同組合連合

会 

漁協増殖担当者 55 名 うすずみ温泉四 

季彩館 

8 月 31 日 石徹白川人工産卵河川 

産卵場整備 

石徹白漁業協同組合 漁協組合員等 25 名 石徹白川人工産 

卵河川 

9 月 29 日 石徹白川人工産卵河川 

産卵場整備 

石徹白漁業協同組合 漁協組合員等 18 名 石徹白川人工産 

卵河川 

10 月 2 日 水みち連携推進協議会 養老町石畑推進部会 市町村職員、自 

治会等 

15 名 養老町石畑公民館

10 月 26 日 蒲田川人工産卵河川 

産卵場整備 

高原川漁業協同組合 漁協組合員等 30 名 蒲田川人工産卵河

川 

10月26日、

27 日 

農業フェスティバル 岐阜県農政部 一般消費者等 1,000 名 OKB アリーナ 

2 月 23 日 渓流魚の増殖方法：知って

ほしいその長所と短所 

日本フライフィッシング協会 会員等 30 名 東京都立産業貿易

センター台東館 

2 月 25 日 養魚講習会（アユ編） 水産研究所 養殖生産者 7 名 本所 

計 8 件                                                    （延べ 1,180 名）  

 

( 6)研究報告・学会誌等の執筆 

 誌載掲 ルトイタ

渓流魚人工産卵河川における産卵場整備後の土砂の堆積状況 岐阜県水産研究所研究報告．65; 1-10 

アユの Edwardsiella ictaluri 感染症における、発病魚および保菌魚の臓器

別原因菌分布状況 

岐阜県水産研究所研究報告．65; 11-16 

 42-71 ;56．告報究研所究研産水県阜岐 異差の度鮮るけおにユア然天とユア殖養

小型円形水槽におけるアユカケ 0 歳魚の成長および成熟特性 岐阜県水産研究所研究報告．65; 25-29 

 .69-19 :)2( 11術技産水 率眼発の卵ゴマアびよおメマヤるけおに場卵産工人

宿主に寄生中のカワシンジュガイ幼生が有する一時的な塩分耐性 日本貝類学会誌 Venus, 77 (1-4): 54-58. 

昭和時代初期のサツキマスの分布：農林省水産局「河川漁業」の情報から

の推定 

魚類学雑誌 J-STAGE 早期公開版(2019)  

岐阜県の小坂川支流における紅藻チャイロカワモズクの生育環境  藻類 67 (3): 

 114-604  ;5.oN-14.loV 442 物生と洋海 証検の果効流放の魚生野半るけおにゴマア

 084-574  ;5.oN-14.loV 442 物生と洋海 流放魚親のてしと法方殖増の魚流渓

  件01計
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( 7)学会等での発表・講演 なし 

 

 ( 8)報道発表等 

 段手表発 ルトイタ

 22/6 ーリクーィウもどこ 聞新日中 ウョジドメジア 阜岐 魚るき生に流清

 スーリリスレプ21/7 ていつに施実のーデ放開日一

7/23 中日新聞 

岐阜の清流文化触れる 県水産研やあゆパーク 外国人研究員が訪問 8/2 岐阜新聞 

キルギスとネパールの研修生 イワナの採卵に挑戦 県水産研下呂支所 11/21 岐阜新聞 

大型マス生産用のニジマス新系統の開発に向けた取組み 3/19 県政記者クラブ勉強会  
  件5計

 

( 9)視察受け入れ実績 

 数者察視 容内 名体団察視

名2 ）所支呂下02/6（学見設施、要概の究研スマキツサ ）県川奈神（合組同協業漁湖ノ芦

名91 ）所支呂下41/7（学見設施、要概の究研 ）県知愛（所究研学物生礎基

名1 ）所支呂下51/8（学見設施、要概の究研 生学留国王イタ

名3 ）所本61/1（学見設施、要概の究研 室査調会員委産水林農院議参

名3 ）所本21/2（学見設施、要概の究研 ーアツボラ学大阜岐

名31 ）所本62/2（学見設施、要概の究研 会修研員究研試設公県阜岐

名5 ）所本61/3（学見設施、要概の究研 会流交究研試水賀滋

  件7 べ延 46 名

 

(10)講師・審査員等実績 

氏   名 区分  催主 称名等会習講 講演参加者数 

武藤義範 講師 公害関係立入検査研修会（4/19） 岐阜県 20 名

米倉竜次 講師 自然工法管理士講習会 （7/24） 岐阜県（技術検査課） 20 名

米倉竜次 講師 関市上白金モデル地区生き物観察会（8/18） 岐阜県 30 名

米倉竜次 講師 自然工法管理士講習会 （8/22） 岐阜県（技術検査課） 7 名

岸 大弼 講師 渓流魚の資源管理に関する勉強会（8/31） 石徹白漁業協同組合 25 名

岸 大弼 講師 渓流魚の資源管理に関する勉強会（9/29） 石徹白漁業協同組合 18 名

－ 市県山 ）92/9（会評品鯉錦市県山回44第 員査審 裕 居中

中居 裕 審査員 第 50 回岐阜県錦鯉品評大会審査委員長 

（10/26-27） 

岐阜県錦鯉振興会 －

米倉竜次 講師 外来魚現状把握報告会 (10/31) 岐阜県漁業協同組合連合

会 

15 名

米倉竜次 講師 外来魚駆除勉強会 (11/25) 岐阜県漁業協同組合連合

会 

30 名

原 徹 

大原健一 

講師 タイ王国におけるニジマス再生産の現地指導等

（12/16～12/21） 

岐阜県（里川振興課） 17 名

米倉竜次 講師 松尾池における魚類調査（1/27） 岐阜県（岐阜農林事務所） 20 名

武藤義範 講師 水資源機構環境学習会（2/20） 水資源機構中部支社 30 名

計 13 件                                                                 （延べ 232 名）
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(11)研修生受け入れ実績 

間期施実 容内 数人 象対 称名

アフリカ・東南アジア・オセアニア諸

国政府職員研修 

 

アフリカ・東南アジア・

オセアニア諸国政府

職員 

9 名 岐阜県水産研究所が保有する技

術の習得 

5 日間 

7/25～30

東南アジア諸国政府職員研修 ＳＥＡＦＤＥＣ参加国 

政府職員 

6 名 岐阜県水産研究所が保有する技

術の習得 

10 日間 

10/1 ～

10/10 

キルギス、ネパール政府機関職員

研修 

キルギス、ネパール 

政府機関職員 

4 名 岐阜県水産研究所が保有する技

術の習得 

10 日間 

11/13 ～

11/22 
  

間日52計  名91べ延  件3計

 

(12)教育に係る取組 

 間期施実 容内 数人 象対 称名

馬瀬川下流漁協 親子渓流釣り

教室 

 間日1 しなはのり釣 名03 子親般一

5/12 

ウシモツゴ勉強会* 美濃市立藍見・大矢田小４

年生 

30 名 ウシモツゴの保護等について説明 1 日間 

5/14 

研究所見学（本所） 岐阜農林高校 2 年生 42 名 試験研究の概要と施設見学 1 日間 

5/15 

イタセンパラ勉強会（本所）* 愛知県立木曽川高校２年

生 

10 名 

 

イタセンパラの域外保全について

説明 

1 日間 

5/23 

カワシンジュガイ勉強会 郡上市立大和西小 4 年生 11 名 郡上市の魚類について説明 3 日間 

6/21 、 26 、

7/3 

清流の国水環境イベント 一般小学生親子 60 名 イタセンパラの生態や飼育状況に

ついて 

1 日間 

7/14 

水産研究所一日開放 飛騨地域小中学生親子 300 名 水産研究所の概要、アマゴ養殖の

歴史、県内の漁業や養殖業、淡水

魚等のパネル展示等 

1 日間 

7/21 

田んぼのまわりの生き物調査 下呂市立萩原北小学校児

童と保護者 

40 名 飛騨地方に生息する魚類について

説明 

1 日間 

7/23 

水中生物観察会 下呂市御厩野地内の一般

親子 15 名 

30 名 竹原川に生息する生物について説

明 

1 日間 

8/4 

研究所見学（下呂支所） タイ王国交換留学生（岐阜

県立岐阜総合学園高校） 

1 名 タイ王国におけるニジマスの種卵

生産現地指導の内容、水産研究

所の概要について 

1 日間 

8/15 

イタセンパラ塾* 羽島市内の小学生、保護

者 

33 名 イタセンパラの域外保全について

説明 

1 日間 

8/17 

インターンシップ（本所） 岐阜県立岐阜農林高等学

校 2 年生 

1 名 研究の概要、試験魚の飼育管理、

野外調査技術の習得 

3 日間 

8 月 19,21,22

日 

研究所見学（本所） 放課後等デイサービス「虹

の森」児童及び教員 

10 名 機関の概要、展示魚の解説 1 日間 

8/20 
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職場体験学習（下呂支所） 下呂市立萩原南中学 2 年

生 

1 名 マス類、カジカ類の飼育管理作業

体験 

2 日間 

8/22～23 

田んぼの生き物調査 養老町内の一般親子 80 名 農業排水路に生息する生物につ

いて説明 

1 日間 

8/23 

インターンシップ（本所、下呂支

所） 

岐阜大学応用生物科学部

3 年生 

1 名 研究の概要、試験魚の飼育管理、

野外調査技術の習得 

5 日間 

9/2～6 

研究所見学（本所） 東海大学海洋学部 3 年生 1 名 研究の概要、資源増殖部業務の

体験 

1 日間 

9/4 

馬瀬川下流漁協 自然教育企画 下呂市内一般親子 12 名 ヨシノボリの不思議の研究しよう 

魚つりのはなし 

1 日間 

9/28 

自然教育企画 下呂市立尾崎小学校 17 名 ヨシノボリの不思議の研究しよう 

魚つりのはなし 

1 日間 

10/4 

カワゲラウォッチング 美濃市立藍見小 15 名 川に住む生き物について 1 日間 

10/8 

イタセンパラ勉強会* 愛知県立木曽川高校 6 名 イタセンパラの域外保全について

説明 

1 日間 

10/11 

自然教育企画 郡上市立石徹白小学 

校 

17 名 魚つりのはなし 1 日間 

10/21 

イタセンパラツアー* 羽島市イタセンパラサポー

ター親子 

33 名 イタセンパラの域外保全について

説明 

1 日間 

11/2 

研究所見学（本所） 岐阜大学応用生物科学部

3 年生 

 間日1 要概の究研 名05

12/17 

研究所見学（本所） 滋賀県立大 4 年生 7 名  1 日間 

12/23 

イタセンパラ勉強会* 愛知県立一宮高校 5 名 イタセンパラの域外保全について

説明 

1 日間 

3/24 

計 26 件                               （延べ 843 名） 

*前掲（希少魚保全活動） 

 

 (13)その他の出張・展示・行事等 

月 日 内 容 場 所 

4 月 2 日 岐阜地域振興会議 岐阜市 

3 日  市阜岐 典式所開所究研学科品食県阜岐

4 日 飛騨地域振興会議 高山市 

18 日 戦略的研究推進事業「国内主要養殖魚の重要疾病のリスク管理技術の開発」審査委員会 東京都 

18 日  市原務各 ）ータンセ生共然自（せわ合ち打究研同共

18 日 飛騨地域振興会議 高山市 

22 日  市垣大 議会長課当担事人関機地現

23 日  市呂下 議会画企政農方地呂下

26 日  市阜岐 議会画企政農方地阜岐

5 月 20 日  都京東 会員委営運回１第会議協術技鱒養国全

24 日 課題検討会 本所 
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5 月 27 日  都京東 会員委営運・会事理回１第会究研殖養川河沼湖国全

6 月 3 日  市阜岐 会総常通回86第合組同協業漁殖養中池県阜岐

5 日 課題検討会 下呂支所 

７日 飛騨地域行政懇談会 高山市 

12 日  都京東 ）日31～（会部究研策対病魚会議協術技鱒養国全

13 日  都京東 ）日41～（会討検画計業事発開法手定推力容収境環

17 日  市阜岐 議会定設題課究研験試回1第

20 日  所本 ）日12～（議会クッロブ陸北海東会部面水内会長場験試産水国全

20 日 飛騨地域振興会議 高山市 

7 月 12 日  市阜岐 議会絡連内庁進推応適動変候気

18 日 全国養鱒技術協議会 東京都 

25 日  市阜岐 議会定設題課究研験試回2第

28 日  市原務各 座講開公念記日の鮎SHAIG

8 月 2 日 スマート農業サミット 大垣市 

2 日  市屋古名 会表発果成修研邦本」殖養面水内模規小「修研別題課ACIJ度年9102

21 日  市濃美 議会長所関機究研験試内県

29 日  市阜岐 会部スマ合組同協業漁殖養中池県阜岐

9 月 5 日 全国湖沼河川養殖研究会第 92 回大会（～6 日） 甲府市 

5 日 飛騨地域振興会議 高山市 

18 日  市巣本 会議協報情境環区地原知木

17 日  都京東 会議協進促策対病魚回１第

18 日  都京東 ）日91～（議会進推発開究研係関面水内

26 日  市阜岐 議会絡連域地部本策対地現病染伝畜家域地阜岐

30 日  市阜岐 議会当割卵種会部スマ合組同協業漁殖養中池県阜岐

10 月 8 日  都京東 会討検き引手の全保クーワトッネ系態生

17 日 飛騨地域振興会議 高山市 

17 日  市宮士富 ）日81～（会討検同合域地面水内陸北・海東

23 日  都京東 会習講視監事薬用産水

24 日  都京東 ）日52～（会事幹回２第会長場験試産水国全

11 月 6 日  都京東 ）日7～（会討検間中）魚流渓（業事発開法手定推力容収境環

15 日  都京東 会員委定認術技士疫防類魚

18 日  市関 会部進推性続連のちみ水

19 日  市潟新 ）日02～（会大国全会長場験試産水国全

26 日  市児可 会部進推性続連のちみ水

27 日  市関 会議協進推性続連のちみ水

28 日 全国養鱒振興大会 高山市 

12 月 3 日  都京東 ）日4～（会部系態生・源資 議会進推発開究研係関面水内

4 日  市屋古名 会明説法制抑出排ンロフ
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12 月 5 日  都京東 ）日6～（会部究研源資類スマ

11 日  市勢伊 ）日21～（会部病魚・会究研例症病魚

20 日  都京東 プールググンキーワるす関にトスリ師医獣物動産水

25 日  都京東 会員委定認術技士疫防類魚

1 月 10 日  所本 議会員価評関機究研部政農

14 日 豪州における日本産サケ類の輸入解禁に向けた調査・分析委託事業仕様書案の説明会 東京都 

29 日  市光日 ）日03～（会討検間中）魚流渓（業事発開法手定推力容収境環

30 日  市阜岐 会議協策対境環川江大りくづふぎ国流清

2 月 3 日  市浜横 ）日4～（会部究研病疾ユア

3 日  市阜岐 会部進推クーワトッネ系態生帯水湧・原濫氾 回1第

4 日  市児可 会部進推携連性続連のちみ水区地今市児可

6 日 飛騨地域振興会議 高山市 

6 日  都京東 会討検き引手の全保クーワトッネ系態生

6 日  都京東 ）日7～（会部究研源資ユア

10 日  市阜岐 会討検携連性続連のちみ水

14 日  都京東 ）日71～（会事幹回3第会長場験試産水国全

17 日  都京東 会事理回3第会究研殖養川河沼湖国全

18 日  都京東 会告報果成業事化性活業漁面水内

19 日  都京東 ）日02～（会討検果成業事発開法手定推力容収境環

19 日  都京東 会員委営運回2第会議協術技鱒養国全

19 日 飛騨地域行政懇談会 高山市 

20 日  市屋古名 会習学境環構機源資水

21 日  市原務各 会員委査調術学ズマナオオンコメ回71第

27 日  都京東 議会長関機究研験試係関産水

27 日  都京東 会議協進促策対病魚回2第

3 月 5 日 水田魚道設置説明会 海津市 

11 日  市阜岐 会議協進推クーワトッネ系態生域流川三曽木

 
(14)施設改修等 

月 日 内 容 施設の所在 

4 月 11 日  所本 換交プンポ入注亜次び及プンポ環循系魚少希

6 月 25 日  所支呂下 換交弁ドーフ管込吸戸井5第

6 月 26 日  所本 換交弁水捨の置装過ろ系魚少希

7 月 5 日  所支呂下 換交スンラトンウダンーリクスり取みご

12 月 26 日  所本 換交チッイストーロフ槽水置高

1 月 27 日 第 5 井戸梯子交換 下呂支所 

2 月 18 日  所本 繕修機号3プンポ過ろ環循系魚少希

2 月 20 日  所本 換交チッイストーロフ槽水貯下地
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2 月 25 日  所支呂下 設建設施育飼究研類スマ

3 月 6 日  所支呂下 換交紐作操器閉開圧高

3 月 25 日 西側フェンス取替 下呂支所 

3 月 26 日  所支呂下 換交計力圧び及チッイス用クンタ力圧、プンポ用クンタ力圧戸井5第
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